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編　集　後　記

編集後記に書くような内容ではないかもしれないけれど，ま。

今朝，中堅どころと思しき研究者に「編集後記に何を書いたらいい？」と聞いた。そしたら，「これからの国立保健医

療科学院はどういう方向に進んだらいいんでしょう」という答えが返ってきた。「わからないなら自分で進むべき方向だ

と思うほうに進んだらいいじゃないか」と，私はたちどころに答え，「確固たる方針が欲しいのか？そしたらそれに従う

のか？大統領がやるといったら，何が何でもやるのだ，という国がいいのか？」と続けた。

本当はその後に，「弱い国を見つけてなんだかんだと難癖をつけ，膺懲１）と称して侵攻するのは，かの懐かしき大日本

帝國のやり方を辿っているのだろうか。もっとも大日本帝國をお手本にしているのは，北朝鮮も同じだけどね。戦後50

年以上を経て大日本帝國を見習う国が2つも出たとは誇るべきことではないか」と皮肉を続けたかったのだが。

前者の国は，われわれの世代が長年民主主義のお手本としてきた国であるが，わが国がこういう態度を続けていると次

はわが国がテロの対象になるかもしれないではないか。「えっ，そうだな。それではいつまでも追随している訳にはゆか

ないのでは」という，慎重論（臆病論かな）も困る。本当に正しいと信ずることを行うならばテロをも恐れるべきではな

いのではないか。もっとも，避ける努力は十分するべきだが。

それでは，それにも関連して最後に編集後記らしいことをちょっとだけ。わが国がアジアに威を振るっていたころ，国

立保健医療科学院の前王朝である国立公衆衛生院の研究には後ろめたいところはなかったのだろうか。中国では新しい王

朝が古い王朝の歴史を編むことになっている。新しい視点で旧王朝の歴史を見直すことができるからである。ちなみに，

清の歴史はまだ清史稿で（こういう名で販売されている。私も持っている），中華民国も中華人民共和国も準備している

はずである。

われわれは国立公衆衛生院に後ろめたいところはなかったと聞いているが，それは前王朝の廷臣から聞いているのだか

ら，新しい王朝の目で見直す必要があるかもしれない。国立公衆衛生院の紀要を丹念にめくる人はいないだろうか。

１）磯野さんから註をつけてくれと言われたので。「膺懲」はこらしめ。大正から昭和の初めにかけて大日本帝國のいうこ

とを聞かない隣国に向かってしばしば使われた語。
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